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子宮内膜症手術における手術戦略と電気メスの使い方
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イントロダクション

子宮内膜症手術においては、次の４つの点を手術の戦術として考えておくべきだと思っています。

1. 生殖器に入る血管（子宮動静脈・卵巣動静脈等）に注意する
2.  術後排尿障害を及ぼすため、尿管下腹神経筋膜から外側はできる限り攻めない
3. 微小な血管や腹膜下の結合織などMicroanatomyをよく見る
4. デバイスの特性を利用して電気外科手術を行う




